
鹿児島県からのお知らせ
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月
11
日（
木
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8
月
10
日（
月
）
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県政
トピックス

6月25日(木)

　
県
で
は
、
広
く
県
民
に
敬
愛
さ
れ
、
社
会
に
明

る
い
希
望
と
活
力
を
与
え
る
と
と
も
に
、
鹿
児
島

県
の
名
を
高
め
る
こ
と
に
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
ら

れ
た
個
人
や
団
体
を
「
県
民
栄
誉
表
彰
」
と
し
て

表
彰
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
本
県
出
身
者
と
し
て
初
め
て
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
し
た
名
城
大
学
終
身
教
授
の
赤
﨑
勇

さ
ん
（
南
九
州
市
知
覧
町
出
身
）
に
、
伊
藤
知
事

か
ら
表
彰
状
お
よ
び
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
赤
﨑
さ
ん
は
、
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（
L
E
D
）
を
世
界
で
初
め
て
実
現
し
、
平
成
26

年
12
月
10
日
に
天
野
浩
さ
ん
、
中
村
修
二
さ
ん
ら

と
と
も
に
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
受
賞
し
た
。

赤﨑勇名城大学終身教授県民栄誉表彰授与式

★は写真入りで紹介

6月13日(土)

  

5
月
29
日
に
発
生
し
た
口
永
良
部
島
新
岳
の
噴

火
に
係
る
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
安
倍
内

閣
総
理
大
臣
が
島
民
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る

屋
久
島
町
を
訪
問
し
た
。

　
安
倍
総
理
は
、
伊
藤
知
事
や
池
畑
県
議
会
議
長

な
ど
と
と
も
に
、
屋
久
島
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
縄
文
の
苑
」
や
宮
之
浦
公
民
館
な
ど
の
避
難
所

を
訪
問
し
、
避
難
者
の
方
々
か
ら
避
難
の
状
況
な

ど
の
聞
き
取
り
を
行
う
と
と
も
に
、
避
難
し
て
い

る
小
中
学
生
な
ど
へ
の
激
励
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
屋
久
島
町
役
場
宮
之
浦
支
所
で
は
、
伊

藤
知
事
と
荒
木
屋
久
島
町
長
か
ら
安
倍
総
理
に
対

し
て
、
被
害
状
況
や
避

難
状
況
に
つ
い
て
説
明

し
た
後
、
今
後
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

口永良部島の噴火に係る安倍内閣総理大臣視察
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7月1日(水)
スペシャルオリンピックス
夏季世界大会出場選手の知事表敬訪問

　
知
的
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
4
年
に
1
度
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
2
0
1
5
年
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
夏
季
世
界
大
会
・
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
」
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
日
本
代
表
と
し
て
出
場
す
る
本
県
選
手
6

人
が
伊
藤
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　
知
事
は
「
本
県
か
ら
6
人
も
の
日
本
代
表
選

手
が
選
ば
れ
る
こ
と
は
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
。

大
会
で
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
て
、
大
会
を
十
分
に
楽
し
ん
で
き
て
ほ
し

い
」
と
選
手
を
激
励
し
た
。

　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
日
本
代
表
の
副
主
将
を
務

め
る
奈
良
﨑
誠
選
手
は

「
悔
い
の
な
い
よ
う
に

戦
っ
て
き
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

6月26日(金)

　
東
京
・
有
楽
町
に
あ
る
鹿
児
島
県
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
か
ご
し
ま
遊
楽
館
」
の
来
館
者

が
9
0
0
万
人
に
達
し
た
。

　
9
0
0
万
人
目
の
来
館
者
は
、
東
京
都
東
久

留
米
市
在
住
の
錦
織
敬
子
さ
ん
。
か
ご
し
ま
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ぐ
り
ぶ
ー
」
の
か
わ
い
さ

に
ひ
か
れ
て
初
め
て
来
館
さ
れ
、「
こ
れ
か
ら
は

ぜ
ひ
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
り
た
い
」
と
の
こ
と
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、「
ぐ
り
ぶ
ー
」
も
加
わ
り
、

く
す
玉
を
割
っ
て
節
目
の
達
成
を
祝
っ
た
。

　
同
館
に
は
、
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催

で
更
な
る
誘
客
を
図
り
、
首
都
圏
に
お
け
る
本

県
物
産
と
観
光
の
受
・

発
信
拠
点
と
し
て
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

かごしま遊楽館来館者900万人達成記念セレモニー

7月5日(日)

  

ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
39
回
ユ
ネ
ス

コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、
本
県
の
旧
集
成

館
な
ど
か
ら
な
る
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

の
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
決
定
し
た
。

　
鹿
児
島
市
の
仙
厳
園
に
お
い
て
、
本
県
と
鹿
児

島
市
が
開
催
し
た
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」

で
は
、
約
1
2
0
人
の
県
民
の
方
々
が
世
界
文
化

遺
産
誕
生
の
瞬
間
に
立
ち
会
い
、
会
場
は
拍
手
に

包
ま
れ
た
。

　
ま
た
、
7
月
14
日
に
は
、
伊
藤
知
事
ほ
か
関
係

自
治
体
の
首
長
な
ど
が
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣
や
関
係
大
臣
を
訪
問
し
、
世
界
文
化
遺
産
登
録

に
対
し
て
、
直
接
謝
意

を
伝
え
る
と
と
も
に
、

今
後
の
国
の
支
援
を
要

請
し
た
。

世界文化遺産登録決定
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さ
ん
せ
ん

せ
き

せ
い
こ
う  

じ

か
じ
で
ん
し
ょ
う
か
ん

し
ろ
と
り

7月23日(木)～7月27日(月)

　
鹿
児
島
・
岐
阜
青
少
年
ふ
れ
あ
い
交
流
は
、
両

県
が
宝
暦
年
間
の
木
曽
三
川
の
治
水
工
事
を
成
し

遂
げ
た
薩
摩
義
士
の
偉
業
を
縁
と
し
て
、
姉
妹
県

盟
約
を
締
結（
昭
和
46
年
）し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
昭
和
47
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
青
少
年
の
受
け

入
れ
と
派
遣
を
相
互
に
実
施
し
て
い
る
。

　
今
年
は
、
本
県
青
少
年
20
人
が
岐
阜
県
を
訪
問

し
、
薩
摩
義
士
ゆ
か
り
の
治
水
神
社
や
清
江
寺
で
、

両
県
の
歴
史
的
な
深
い
関
わ
り
合
い
を
学
び
、
関

鍛
冶
伝
承
館
や
白
鳥
お
ど
り
会
場
な
ど
を
回
り
、

岐
阜
県
の
文
化
・
自
然
を
体
感
し
、ま
た
、グ
ル
ー

プ
討
議
な
ど
の
交
流
活
動
を
と
お
し
て
、
友
情
の

絆
を
一
層
深
め
た
。

　
な
お
、前
日
に
は
両
県

の
絆
を
生
か
し
た
施
策

を
展
開
す
る
た
め
の「
鹿

児
島
県
・
岐
阜
県
知
事

懇
談
会
」が
東
京
で
行
わ

れ
た
。

鹿児島・岐阜青少年ふれあい交流

7月15日(水)～8月2日(日)

第36回霧島国際音楽祭
　
第
36
回
霧
島
国
際
音
楽
祭
は
国
内
外
か
ら
著

名
な
音
楽
家
や
多
数
の
受
講
生
を
迎
え
、
み
や
ま

コ
ン
セ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
に
県
内
各
地
で
コ

ン
サ
ー
ト
や
講
習
会
な
ど
を
開
催
し
た
。

　
今
回
は
、
堤
剛
音
楽
監
督
に
よ
る
バ
ッ
ハ
作
曲

「
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
」全
曲
演
奏
に
始
ま
り
、
音

楽
祭
の
講
師
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
が
そ
ろ
う

一
夜
限
り
の
ス
ー
パ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
キ
リ
シ

マ
祝
祭
管
弦
楽
団
」
公
演
や
ダ
ン
・
タ
イ
・
ソ
ン

氏
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
訪
れ
た
多
く
の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

　
音
楽
祭
開
催
期
間
中
の
参
加
者
数
は
、
１
万
８

０
０
０
人
を
超
え
、
大

盛
況
で
あ
っ
た
。

7月18日(土)

「英国留学生派遣150周年記念薩摩スチューデント」
派遣出発式

　
派
遣
事
業
実
行
委
員
会
は
、
薩
摩
藩
英
国
留
学

生
派
遣
１
５
０
周
年
を
記
念
し
た
県
内
青
少
年
19

人
の
英
国
派
遣
を
直
前
に
控
え
た
７
月
18
日
、
留

学
生
出
発
の
地
、
い
ち
き
串
木
野
市
羽
島
の
薩
摩

藩
英
国
留
学
生
記
念
館
で
出
発
式
を
開
催
し
た
。

　
出
発
式
で
は
、
団
員
を
代
表
し
て
羽
島
中
学
校

３
年
の
藤
﨑
麗
美
さ
ん
が
「
当
時
の
留
学
生
が
ど

の
よ
う
に
苦
労
し
た
の
か
学
び
、
帰
国
後
は
多
く

の
人
々
に
留
学
生
た
ち
の
こ
と
を
伝
え
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

　
一
行
は
、７
月
19
日
か
ら
29
日
の
行
程
で
、留
学

生
が
学
ん
だ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ

ン
ド
ン
に
お
い
て
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
参
加
し

た
他
、
留
学
生
ゆ
か
り

の
地
な
ど
を
訪
ね
た
。
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